
（様式第３－１号） 

「信州ハム SDGs 基金」助成金実績報告書 

2025 年 3 月 1 日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 長野市松代町東条 572 

団体名 特定非営利活動法人地球環境フォーラム長野 

代表者職氏名 代表 和田 亨  

「信州ハム SDGs 基金」助成金について、下記のとおり報告します。 

記 

１．冠基金名 

信州ハム SDGs 基金（2023 秋助成） 

２．助成金活動内容（この事業で具体的に行ったこと） 

長野市松代町東条の「あんずカフェの畑」を拠点とし、持続可能な農業と食を通じた地域コミ

ュニティ活動を実施した。 

 

 2024 年 3 月 24 日：  

土づくり作業（菌ちゃん農法によるぼかし堆肥と野菜残渣の混合） 

参加者 15 名 

 2024 年 5 月 12 日： 

夏野菜（トマト、ナス、キュウリ）の苗植え。 

参加者 16 名 

 2024 年 7 月 21 日： 

夏野菜の収穫作業。 

参加者 8 名 

 2024 年 12 月 15 日：  

地元野菜を活用した味噌づくり。 

参加者 20 名 
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３．事業の成果（この事業で具体的に実現した状態、誰がどのような助けを得られたか） 

無農薬・無化学肥料による農法での野菜作りを通じ、環境に配慮した食のあり方を参加者で共

有した。また、苗植えから収穫、加工（味噌づくり）までの一連の体験を提供することで、多

世代が交流する場を創出し、地域コミュニティの活性化に寄与した。 

４ 寄付者様へのご報告（メッセージ） 

この度は、多大なるご支援をいただき誠にありがとうございました。皆様の寄付金のお

かげで、土づくりから苗植え、収穫、そして加工（味噌づくり）まで、年間を通じた豊

かな食農体験を実施することができました。 

無農薬・無化学肥料での野菜作りを通じて、参加した子どもから大人まで、自然の恵み

や食の大切さを改めて実感する貴重な機会となりました。今回培われた地域コミュニテ

ィの繋がりを大切に、今後もそれぞれの立場で食と農の活動を継続していければと考え

ております。温かいご支援、誠にありがとうございました。 

５．助成対象事業の実施状況を示す書類（添付書類） 

（１）収支報告書（様式第３－１号） 

（２）収支報告書の証拠書類（領収書の写し等） 

（３）活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４）その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 
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信州ハム助成金報告書 

1. 3/14 土づくり 
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2.  5/12 苗植え 

 

3.  7/21 収穫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 12/15 味噌作り 
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「信州ハム SDGs基金」助成金実績報告書

2024年  1月  30日

公益財団法人長野県み らい基金  理事長  様

所在地 北佐久郡御代田町大宇御代田町 670-67

団体名 特定非営利活動法人まちの縁側なか ら

代表者職氏名 代表 齋藤 百合子

「信州ハム SDGs基金」助成金について、下記のとお り報告 します。

1.冠基金名

信州ハム SDGs基金 (2023秋 助成 )

2.助成金活動内容 (こ の事業で具体的に行ったこと)

不足していた農機具の購入。

月 1回子どもたちを交えた「皆で畑作・畑でごはん」の実施。

その中で 3月 31日 は「畑で ドラム缶ピザと野点」、6月 16日 は蜂蜜絞 り体験、12月 はなか

らの室内で豆の選別。

15年以上農薬も化学肥料も使つていない自然農法の畑で畑作業と青空の元での昼食を楽 し

んでもらえました。

3.事業の成果 (こ の事業で具体的に実現 した状態、誰がどのような助けを得 られたか )

日本の伝統文化である茶道を畑という開かれた空間で気軽に楽 しんでもらうことで、茶道にも

関心を持ってもらうことが出来ました。

抗生剤や砂糖を使わずに育てた蜂の蜂蜜の美味 しさを知ってもらうことが出来ました。

3年ほど前から家庭菜園や本格的な農業を目的として佐久地域に移住 してきた家族との繋が り

が増え、畑で作業しながらの情報交換も出来ました。

何より、子どもたちが広い畑で伸び伸びと活発に遊んだり、作業を手伝つたりする様子が保護

者にもなからのボランティアにも大きな喜びを与えました。

「
巳〓́
ロ
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また、例年より豆の出来も味も良く、週 2 回の子ども食堂で小豆ご飯・お汁粉・豆入りのサラ

ダ等にして大変喜ばれています。 

４ 寄付者様へのご報告（メッセージ） 

ありがとうございました。 

昨年、今年と例年より草の伸びが早く、毎週の草刈りが大変でした。そこで申請時より

良い仮払い機を購入させて頂きました。お陰様で振動が少なく体の負担が小さくなりま

した。 

 5 年ほど前までは子どもたちも交えて皆で畑作をしていました。年々、日曜日に小学生

以上の子どもたちに参加してもらうのが難しくなり、大人だけの作業になっていました

が、これからもまた子どもたちを交えた作業日を設けていきたいと思います。  

５．助成対象事業の実施状況を示す書類（添付書類） 

（１）収支報告書（様式第３－１号） 

（２）収支報告書の証拠書類（領収書の写し等） 

（３）活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４）その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 
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